
　『翁草』は、京都東町奉行所与力
「神沢杜口（1710～1795年）」により、
寛政３年（1791年）、全２００巻（ 約１
３００話）が完成したとされている。

　翁草は、一般的には随筆として分
類されているが、他書の一部をその
まま写した部分も多い。
　しかし、杜口の関心の赴くままに、
歴史・地理・文学・芸能・有職故実・

芸術・工芸・宗教・京都の事件や風
俗、等々、百般に渡る直接・間接の
見聞も少なからず記録していて、江
戸時代を理解する上で有益な史料と
なっ ている。

　左の写真（演者撮影）が、その原
本である。２００巻＝２００冊ではなく、
一冊に数巻が記されている。



資料①



レファレンス協同データベースは、国立国会図書
館が全国の図書館等と協同で構築している、調
べ物のためのデータベースです。
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歴彩館蔵『赤城義士篇参考』自叙（安永四年）杜口六十六歳入江家蔵『翁草』杜口　跋（寛政三年）杜口八十二歳 資料③



赤城義士篇参考と入江家本翁草の押印比較 　　　　　資料④

押印　有・無 押印　有・無
種類 印影 サイズ㎜ 読み

義士篇 入江家本
意味 種類 印影 サイズ㎜ 読み

義士篇 入江家本
意味

1 A 24×13
可々斎
珍蔵 無 有

可々齋は杜口の雅号の一つ。
『翁草』巻百四「知足」にある
。杜口自身の蔵書印と考えられ
る。

5 E 25×24
宝永庚
寅生干
洛陽

有 有

宝永庚寅は宝永七年（一七一〇）、
杜口の生誕年である。洛陽に於いて
生まれる、は杜口が京都生まれであ
る事を表している。従来神沢杜口の
生年には二説あり、『翁草』にある
記述から、宝永七年説が有力であっ
たが、この印により宝永七年と確定
できる。又、生誕地も大坂生（講談
社）説もあり明確でなかったが、こ
の印により京都（洛陽）生と断定で
きる。

2 B 18×14 秦義？ 無 有

笹山景義の別号か？　この印の
み未解読

6 F 18×7 快哉 有 有

喜ばしい、という程度の意か

3 C 44×6
罷宦識
君恩 有 有

職を辞して後、子孫や廻りのお
かげで無事に暮らせる事を感謝
している、という事を表す。
『翁草』巻百八十「塵塚の塵」
に、この言葉を用いる理由を記
し、印を作った事を記している
。この印の存在は杜口の自筆を
示す決定的な証拠で、最も注目
される印である。

7 G 14×14
可々陳

人 有 有

可々は可々齋、陳人は謙譲語、
「可々斎でございます」程度の
意味。雅人がよく使う。

4 D 25×24
可々斎
杜口 有 有

此の印も杜口自筆を示す有力な
証拠となる。

8 H 14×14 杜口 有 有

※印の判読は、「日本篆刻家協会」副理事長、真鍋井蛙氏
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翁草　原本・写本・刊本　姓名相違一覧
Veer 1.4 　資料⑦

巻数　・　タイトル
明治３８年刊本における

前後の文章 ※3
入江家本 歴彩館本 関大本 島根大本

明治３８年　
刊本 ※3

正しいと考え
られる姓名

27　諸録抜粋　信長
公三好長慶を騙す
事

ここに美濃国斎藤義就は信長
の縁座なれども其

斎藤義龍 斎藤義龍 斎藤義龍 斎藤義龍 斎藤義就 斎藤義龍

38　鬼丸の太刀の事
　

其節本阿弥光成へ秀吉公より
此の太刀を預けらる、光成是
を預かりて

本阿弥光成 本阿弥光成 本阿弥光成 本阿弥光成 本阿弥光成 本阿弥光徳

58　江戸城雨溜桶の
事　

九つ拵へさせ、推名と申鋳物
師方にて

推名 推名 推名 推名 推名 椎名（しいな）

117　本阿弥の話
明智光秀を信長公へ吹挙せ
しは本阿弥光正なり

本阿弥光二 本阿弥光二 本阿弥光正 本阿弥光二 本阿弥光正 本阿弥光二

157　眞田左衛門佐
信仍略譜

眞田左衛門佐信仍略譜
眞田左衛門
佐信仍 ※1

巻１５０～１７
５は欠巻

眞田左衛門
佐信仍

眞田左衛門
佐信仍

眞田左衛門
佐信仍

眞田左衛門
佐信繫

157　眞田左衛門佐
信仍略譜

信玄も眞田喜兵衛と○○○○
とは我両眼なりと申されし由

空欄 ※2
巻１５０～１７
５は欠巻

空欄 ※2 空欄 ※2 ○○○○
曽根昌世、ま
たは曽根内
匠

　　　※１ 杜口は水戸光圀：著『桃源遺事』を読んでおり（巻118）、そこで光圀が主張する「信仍 」を採用していると考えられる

　　　※２ 『甲陽軍鑑』からの引用だが、杜口は氏名を忘れ、後刻記入しようと空欄にしたがそのままになったと考えられる

　　　※３ 明治３８年刊本とは、『藤井五車楼本』『富岡鉄斎所蔵本』『京都府立図書館本』を校合し、活字印刷した、言わば『池邉本』
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資料➈-１
　　　　　　ー『翁草』各所在ー
【写本】国会（二〇〇巻六〇冊）（九六冊），内閣（一〇〇巻五一冊）（二〇〇巻目録二巻一五〇冊）
（巻九五欠、二二〇巻一〇一冊）（別本、六〇巻二冊）（抄、摂津徴一四〇），静嘉（樗園叢書一七五
‐一七九、五冊），宮書（一〇七巻一〇八冊）（池底叢書八五・八六）（諸家随筆一九‐二二），阪大
（巻三一‐三八・八五‐九二、一〇冊），学習院（二四冊），関学（五冊），京大（二〇〇巻目録一巻
六〇冊）（五冊），教大（明和九写二〇〇巻一〇二冊），東大（抄本、二冊），東北大（巻三七‐三九
・四三‐四九・五六‐五八・六三‐六六・七五‐七八・一一六・一一七・一二六‐一三九、一〇冊），
東北大狩野（八九巻付録一巻二〇冊）（安政二越如川子写一冊），北大（文化八写二〇〇巻八八冊），
竜谷（一〇〇巻），秋田（五冊），愛媛伊予史（一冊），京都府（三五冊），日比谷加賀（巻一四二‐
一四四），刈谷（抄本一冊），鶴舞（抄本一冊），北野（二一冊），桜山（一〇〇巻二〇冊）（五巻二
冊），天理（二〇〇巻四〇冊），無窮神習（玉簏二三七、池底叢書本写），［補遺］竜谷（巻一六六‐
一七〇、一冊），秋田（二〇〇巻五二冊），足利（文政一二写、塵泥を付す、二〇〇巻一一九冊），無
窮神習（「其蜩庵随筆翁草」、二冊）

【版本】＜天明四版（五巻五冊）＞国会，東大（一冊），東北大狩野，竜谷，富山志田，鴻山，無窮神
習，旧下郷，横山重，［補遺］学習院，日比谷加賀＜文政一二版＞［補遺］松宇（巻二・三欠、二冊）
＜嘉永三版（五巻五冊）＞内閣，大阪市大，京大，東北大狩野，京都府，大橋，［補遺］東博，京大谷
村，上田花月＜嘉永四版（五巻五冊）＞東大，東北大，日大，秋田，雲泉，茶図武藤，［補遺］静嘉，
教大，日比谷加賀＜刊年不明＞東大（四巻四冊），日大（五巻），秋田（一冊），日比谷加賀（五巻五
冊），［補遺］九大（四巻四冊），岩手（巻一・三・四、三冊），神宮（五冊）

【複】〔活〕続帝国文庫名家漫筆集・存採叢書一三一・日本随筆全集一五・日本随筆大成三期一一‐一
三・校訂翁草（池辺義象校、明治三八）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年9月現在

　　　　　　ー神沢杜口著作物ー

【俳諧関係】ふたりつれ、やせ牛、春興、其蜩庵杜口発句數（集）
【随筆・評論・記録関係】翁草、塵泥（ちりひじ）、赤城義士篇参考、天喜録、睡余寄観

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


